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海外派遣だより

　2020年2月に米国カリフォルニア州Venturaで開催されたGRC Marine Natural 
Productsに参加してきました。本会は海洋天然物を中心とした天然物を研究対象にする
研究者が世界中から集まり議論する国際会議です。これまで数度参加しましたが、今回
は天然物の探索・構造決定やそれらの化学合成と生合成、生物活性の分子メカニズムと
いったconventionalな天然物化学に加えて、環境中での天然物の機能理解や情報科学
を取り入れた化学構造・生物活性の予測に関する研究成果が目立ち、天然物コミュニ
ティーの興味のシフトが感じられました。私は天然物が凝集体を形成して生物活性を示
すこと、類縁化合物が凝集体を形成することで相乗効果を示すことをポスター発表し、
それに関して様々な研究者と意見交換を行うことが出来ました。そして同世代の研究者
とじっくり意見交換をする時間を持てたことはとても有意義でした。気候の良いVentura
で行ったネットワーキングを、今後の共同研究や会議の共同開催のきっかけとすること
で、化学コミュニの領域研究の盛り上がりに貢献したいと思っています。

（A01班、東大院農・講師　西村慎一）

　植物ホルモンジャスモン酸類に関する共同研究の打ち合わせのために、2019年7月
にマドリード自治大学（スペイン）のRobert Solano教授の研究室を訪問しました。滞
在中は好天に恵まれ、湿度こそ低いものの、暑いくらいでしたが、ヨーロッパの街並み
の素晴らしさを楽しめる滞在となりました。
　ディスカッションでは、共同研究を遂行中である植物-微生物/害虫間の化学コミュ
ニケーションを制御するためのケミカルツールの研究について、予備的な研究結果の
情報交換を行い、また今後必要となる植物変異体など共同研究の実施に関する議論
をしました。また、Solano研や上田研で進行中の他の研究課題についても、さらなる
共同研究に向けた情報交換と交流を行いました。様々な意見を頂くことができたほ
か、研究試料の相互提供を行うなど、共同研究を進める上で大変有意義でした。
　今後、本派遣で得られた知見や交流を研究成果として結実させ、植物実験手技の習
得などさらなる交流・連携の強化やネットワークの形成に活かしたいと思います。

(A02班、東北大院理学・助教　加治拓哉)
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若手の窓

　私は学部と修士課程時代（韓国の建国大学）に食品微生物学・生化学の研究室で
微生物の生物活性画分について学び、その後、河岸研究室（静大農学部）の門をたた
き、キノコ由来天然物との付き合いが始まり、河岸洋和先生のご指導の下で学位を取
得しました。現在もボスである河岸先生の研究室への日本留学が私の人生の大きな転
換点だと思っています。来日以降は、一貫してキノコの生体調節物質の有機化学的・天
然物化学的研究を行ってきまして、現在は静岡大学学術院農学領域の准教授を務め
ています。
　静岡大学内でフェアリーリング現象を発見された直後に、私は博士論文のテーマと
してこの研究を始め、現在まで数多く論文を発表しています。これまでに天然物化学・
生化学を中心とした化合物の精製・構造決定という物取りから、特にフェアリーリング
の原因物質であるフェアリー化合物の発見とそれらの生合成経路・代謝経路の解明、
植物生理作用機構（シグナル伝達経路・受容体探索）などまで研究が広がっていま
す。これらフェアリー化合物は植物ホルモンとしても期待されており、多くの研究者と
共同研究をしています。異分野の先生方と協力しながら研究を進めることが大変重要
ですごく楽しいです。
　現在、私はカリフォルニア大学リバサイド校（UCR）で天然物を用いる植物遺伝学的
なアプローチを学んでいます。これらの技術を活用し、成果を出していきたいと考えて
います。しかし、新型コロナウイルス感染症の蔓延により、カリフォルニアにある全て
の学校（幼稚園から大学まで）は2020年3月20日頃からクローズとなリ、全て授業がオ
ンラインになりました。その後、病院と食料品店など生活に必要な最低限の店舗以外
は全てクローズになっています。社会的距離戦略として、私は自宅で論文作成や温室
で変異体栽培などだけは行っています。実験より楽しいものはない事を悟っており、
早く以前より健康な社会になり、研究室で実験を一生懸命するためにお祈りをしてい
ます。
　来年３月には日本に帰国予定で、特に本領域で目指すところの生物間コミュニケー
ションまで考えると未解明な部分が多いので、それを正確に天然物化学的・植物遺伝
学的に理解していくことを目指します。

　この度はこのような機会を頂きまして、掛谷秀明先生をはじめ、関係の先生方に深
く御礼申し上げます。私は米国（Baylor College of Medicine）でSirtuin遺伝子に魅了
され、テロメア関連疾患の“線維化形成”におけるSirtuinとニコチンアミドモノヌクレオ
チドの機能について、テロメラーゼやSirt1などを欠損した遺伝子改変マウスを用いて
解析を行ってきました。米国での研究生活は研究室の立ち上げからスタートし、毎日
がエキサイティングでしたが、気がつくと帰国して数年が経ちました。すっかり“日本人”
に戻った今の私は、カルチャーが全く異なる国で生活し、本当に研究を行っていたの
か分からなくなるほど、遠い過去のように思い出されます。
　現在は、近畿大学医学部生化学教室に在籍し、潰瘍性大腸炎やクローン病などの
炎症性腸疾患やこの疾患に関連する大腸がん発生の病因として考えられる、“線維化
形成”を抑制する機構を明らかにするために、引き続きSirt1とニコチンアミドモノヌク
レオチドについてマウスモデルによって解析を行っております。ニコチンアミドモノヌ
クレオチドは、私たちの生体内において生合成され、Sirtuinを含む様々な酵素に対す
る補酵素NAD+前駆体として機能します。大腸という組織では、宿主と、細菌や酵母と
いった微生物や細菌に感染するファージなど、宿主とは異なる生物種によって形成さ
れる腸内細菌叢が共生しています。そしてご存知のようにNAD+は、宿主だけでなく、
腸内細菌叢の多くの微生物においても同様に電子伝達体として機能し、また補酵素と
して様々な酵素機能を制御します。本研究を通じて、大腸におけるSirtuinとニコチン
アミドモノヌクレオチドによる化学コミュニケーションについての理解を深め、本学術
領域研究に貢献していきたいと考えております。そして、Sirtuin研究から、私たちが
日々“健康”であるためのヒントを見出し、最終的に生活習慣病や加齢性疾患を予防す
ることで、健康寿命を平均寿命に近付けるための成果を生み出すことが私の目標で
す。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

崔　宰熏
（A01班、静岡大農・准教授）

天野　恭志
（A01班、近畿大医・助教）



第1回総括班班会議
2017年7月20日（木）
会場：京都大学 東京オフィス

第5回若手シンポジウム
日程：未定
会場：東北大学
実行委員長：高岡洋輔（東北大院理・講師）

第2回領域リトリート
日程：未定
会場：未定

第9回公開シンポジウム（第2回「化学コミュニケー
ションのフロンティア」国際会議(ISCC2020))
(PACIFICHEM2020, Symposium #79)
2020年12月17日（木）
Honolulu, Hawaii, USA

第3回公開シンポジウム
2018年6月27日（水）～28日（木）
会場：東京大学 弥生講堂
実行委員長：松永茂樹（東大院農・教授）
（第4回総括班班会議及び第1回領域会議を開催）

第8回公開シンポジウム
日程：未定
会場：東北大学
実行委員長：上田実（東北大院理・教授）
（第8回総括班・班会議、第7回領域全体会議）

第2回公開シンポジウム
2018年2月2日（金）
会場：京都大学 北部総合教育研究棟
実行委員長：入江一浩（京大院農・教授）
（第3回総括班班会議を開催）

キックオフシンポジウム（第1回公開シンポジウム）

2017年9月16日（土）
会場：京都大学 医薬系総合研究棟
実行委員長：掛谷秀昭（京大院薬・教授）
（第2回総括班班会議を開催）

第1回若手シンポジウム
2018年6月28日（木）・午後
会場：東京大学 弥生講堂
実行委員長：八代田陽子（理研CSRS・副チームリーダー）

第4回公開シンポジウム（第1回国際シンポジウム）
2019年1月9日（水）～10日（木）
会場：一橋講堂（学術総合センター）
実行委員長：長田裕之（理研CSRS・副センター長）
（第5回総括班班会議及び第3回領域全体会議を開催）
第2回若手シンポジウム
2019年1月10日（木）・午後
会場：学術総合センター
実行委員長：川谷誠（理研CSRS・専任研究員）

第1回領域リトリート

2018年8月16日（木）～17日（金）
会場：関西セミナーハウス＜修学院きらら山荘＞
実行委員長：掛谷秀昭（京大院薬・教授）
（第2回領域全体会議を開催）

【開催済】
領域シンポジウム・班会議等

お知らせ
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日程：未定
福岡

第93回日本生化学会大会
2020年9月14日（月）～16日（水）
横浜（パシフィコ横浜ノース）
第62回天然有機化合物討論会
2020年9月22日（火）～24日（木）
名古屋（名古屋大学）

第24回日本がん分子標的治療学会学術集会
2020年10月6日（水）～8日（金）
徳島（徳島グランヴィリオホテル）

第43回日本分子生物学会年会
2020年12月2日（水）～4日（金）
神戸（神戸ポートアイランド）
環太平洋国際科学会議2020(PACIFICHEM 2020)

2020年12月15日（火）～20日（金）
Honolulu, Hawaii, USA

日本化学会第101春季年会
2021年3月19日（金）～22日（月）
千葉（日本大学理工学部 船橋キャンパス）

日本農芸化学会2021年度大会
2021年3月18日（木）～21日（日）（予定）
仙台（東北大学川内北キャンパス）（予定）
日本薬学会141年会
2021年3月26日（金）～29日（月）
広島（広島国際会議場、広島県立体育館　他）
日本ケミカルバイオロジー学会第15回年会

第5回公開シンポジウム
2019年6月25日（火）～26日（水）
会場：大阪大学会館 アセンブリーホール、講堂
実行委員長：菊地和也（阪大院工・教授）
（第6回総括班班会議及び第4回領域全体会議を開催）
第3回若手シンポジウム
2019年6月26日（水）・午後
会場：大阪大学会館 講堂
実行委員長：堀雄一郎（阪大院工・准教授）

第6回公開シンポジウム
2019年12月9日（月）～10日（火）
会場：慶応義塾大学 日吉キャンパス　藤原洋記念ホール
実行委員長：榊原康文（慶応大理工・教授）
（第7回総括班班会議及び第5回領域全体会議を開催）

第7回公開シンポジウム
Newsletter vol.6 誌上シンポジウム
（第6回領域全体会議（メール会議）を開催）

第4回若手シンポジウム
2019年12月10日（火）・午後
会場：慶応義塾大学 日吉キャンパス　藤原洋記念ホール
実行委員長：佐藤健吾（慶応大理工・専任講師）

関連学会等
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発行人
発行日
領域ホームページ
領域事務局

連絡先  E-mail

：
：
：

：

新学術領域研究「化学コミュニケーションのフロンティア」総括班事務局
2020年6月
http://www.pharm.kyoto-u.ac.jp/fr_chemcomm
〒606-8501　京都市左京区吉田下阿達町46-29
京都大学大学院薬学研究科　医薬創成情報科学専攻
システムケモセラピー（制御分子学）分野内
fr_chemcomm@pharm.kyoto-u.ac.jp

文部科学省科学研究費補助金「新学術領域研究（研究領域提案型）」2017～2021年度
化学コミュニケーションのフロンティア　Newsletter Vol.6

ニュースレター（vol.6）をお届けします。今号は発刊時期を早め、COVID-19により延期となった「第7回公開シンポジウ
ム」を誌上シンポジウムとさせていただきました。先生方には厳しい状況のなか、快くご協力いただき深謝申し上げます。
公募研究（第2期）の新メンバーの先生方にも一日も早く仙台でお目にかかれることを楽しみにしております。（杜下）

編集後記


